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宗
国
文
庫
本
『
切
紙
東
井
御
釈
談
』
に
つ
い

て

小
曲
目
戸

洋

第47巻第3号 (2001)

故
宗
国
一
先
生
の
旧
蔵
書
中
に
一
冊
の
江
戸
初
期
の
写
本
が
あ

り
、
生
前
借
出
し
て
複
写
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
他
の

旧
蔵
書
と
と
も
に
い
ま
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
国
文
庫

に
入
っ
て
お
り
、
請
求
番
号
は
S
C
/
8
5
1
/
M
a
で
あ
る
。

日本医史学雑誌

こ
の
書
は
曲
直
瀬
道
三
・
玄
朔
の
医
学
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
の
で
、
以
下
に
報
告
す
る
。

本
書
は
表
紙
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
、
本
来
あ
っ
た
は
ず
の
外

題
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
は
不
分
巻
一
冊
本
で
、
首
尾
完
存
。

語
を
混
え
る
和
文
。
首
第
一
行
に
は
「

五
十
七
ヶ
条

東
井

御
釈
談
」
と
あ
る
。
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
本
書
は

の

「切
紙
』
を
、
そ
の

養
嗣
子
の
玄
朔
(
東
井
・
一
五
四
九

1
一
六
三
ご
が
講
義
(
釈
談
)

曲
直
瀬
道
三

ご
渓
・
一
五

O
七
1
九
五
)

し
、
そ
れ
を
門
人
が
筆
録
、
整
理
し
て
一
書
冊
と
な
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
演
者
は

『宗
回
文
庫
目
録
・
書
籍
篇
』

(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
二
O
O
一
年
三
月
刊
)
の
編
纂
に
参

加
し
た
際
、
こ
の
無
題
の
蓄
に

『切
紙
東
井
御
釈
談
』
と
い
う
書

題
を
与
え
て
同
目
録
に
登
載
し
た
(
ち
な
み
に
玄
朔
に
は

『医
方
大

成
論
釈
談
』
と
い
う
著
も
あ
る
)
。

『切
紙
」
は
、
も
と
道
三
が
自
ら
の
医
学
の
秘
訣
を
記
し
て
弟
子

に
伝
授
し
た
紙
片
を

の
ち
に
整
理
し
て
一
書
と
し
た
も
の
で
、

通
行
本
(
江
戸
前
期
刊
。
数
版
種
が
あ
る
)
は
全
二
巻
、
次
の
四
一
篇

よ
り
な
る
(
括
弧
に
注
記
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
元
亀
二
年
の
成
)
。

口

①
五
十
七
ヶ
条
、
②
診
候
薬
註
一
紙
之
約
術
(
元
亀
四
)
、
③
脈
対

分
別
之
捷
径
(
天
文
十
二
、
④
弁
脈
体
名
状
、
⑤
剤
薬
調
進
法
術
、

⑥
宜
調
類
、
⑦
当
他
之
両
例
、
③
陰
陽
両
経
、
⑨
三
治
授
、
⑩
四

証
四
治
剤
多
寡
、
⑪
五
矩
、
⑫
七
ヶ
条
弁
剤
、
⑬
二
七
局
、
⑬
註

銘
無
尽
蔵
之
一
紙
、
⑮
製
方
鑑
、
⑬
学
習
記
、
⑪
経
常
養
生
之
仙

術
、
⑮
二
十
四
剤
、
⑮
常
経
流
注
升
降
迎
随
之
図
、
⑮
求
嗣
合
卦

法
、
⑪
察
胎
、
⑫
建
中
、
⑫
察
狐
魅
之
状
、
⑫
老
師
口
訣
、
⑮
戴

眼
大
腸
経
之
絶
証
、
⑫
摩
詞
覚
、
⑫
補
潟
之
配
剤
、
⑫
宗
爽
回
同
気

(
天
文
七
)
、
⑫
男
婦
胃
気
弁
診
、
⑩
深
察
胃
絶
、
@
悪
脈
之
再
察
、

@
察
男
女
之
命
脈
生
死
診
訣
、
⑮
脈
神
、
@
外
感
内
傷
生
死
弁
解
、
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⑮
療
規
通
準
、
⑯
治
法
例
縄
（
永
禄
九
）
、
⑰
救
矩
明
鑑
（
永
禄
十
）
、

⑬
察
生
気
有
無
（
元
亀
四
）
、
⑲
授
越
年
学
侶
（
天
正
九
）
、
⑳
老
人

疾
証
虚
煩
之
二
論
（
天
正
九
）
、
⑪
脈
訣
刊
誤
撮
要
（
天
正
九
）
。

一
方
、
本
書
の
講
義
に
用
い
ら
れ
た
『
切
紙
」
は
刊
本
と
な
る

以
前
の
、
道
三
の
原
本
か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
も
の
に
相
違

な
い
。
本
書
は
前
述
の
刊
本
の
①
五
十
七
ケ
条
か
ら
⑰
補
潟
配
剤

ま
で
に
該
当
す
る
部
分
が
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

本
書
は
刊
本
の
③
④
を
分
け
ず
に
第
三
篇
と
し
て
あ
る
の
で
、
以

下
篇
次
が
一
つ
ず
つ
繰
り
上
っ
て
、
補
潟
之
剤
は
第
二
十
六
篇
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
末
尾
に
は
天
正
九
年
二
五
八
一
）
八
月
十

二
日
、
一
渓
（
道
三
）
御
釈
談
に
か
か
る
「
脈
訣
刊
誤
撮
要
」
計
一

○
葉
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
刊
本
「
切
紙
』
の
最
終
篇
に
相

ル
ヨ
す
る
。

曲
直
瀬
道
三
は
近
世
日
本
医
学
の
開
祖
で
あ
り
、
玄
朔
は
そ
の

第
一
の
後
継
者
と
し
て
曲
直
瀬
医
学
を
世
に
あ
ま
ね
く
普
及
さ
せ

た
功
労
者
で
あ
る
。
『
切
紙
』
は
江
戸
前
期
、
医
界
に
広
く
流
布
し

た
。
そ
の
講
義
は
曲
直
瀬
門
下
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

玄
朔
が
南「
切
紙
』
を
注
釈
・
講
義
し
た
こ
の
宗
田
文
庫
本
「
切

紙
東
井
御
釈
談
」
は
他
に
同
類
本
の
存
在
を
聞
か
ず
、
お
そ
ら
く

は
天
壌
間
無
二
の
逸
品
と
考
え
ら
れ
る
。
『
切
紙
』
の
伝
承
経
緯
、

さ
ら
に
は
道
三
・
玄
朔
の
医
学
思
想
を
う
か
が
う
う
え
で
看
過
で

き
な
い
資
料
と
い
え
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）


